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第４学年 算数科学習指導案 
 
                     日 時 平成 1８年９月１５日(金)５校時 

場 所 上平沢小学校４年生教室  
                     児 童 男子８名 女子１２名 計２０名 
                          授業者 千葉 民子 

１ 単元名 小数（東京書籍） 
 
２ 単元の目標 

小数の意味とその表し方について理解するとともに、小数の加法、減法の意味について理解し、

それらを適切に用いる能力を高める。 
［関心・意欲・態度］ ・ 小数を用いると、単位量に満たない端数部分の大きさや等分してで

きる部分の大きさを表せるよさに気づき、進んでこれを用いようとす

る。 
［数学的な考え方］  ・ 小数も整数と同じ十進構造になっていることをとらえる。 

・ 単位とする数に着目すれば小数の加減計算も整数の加減計算と同   
じ考え方でできることを、筋道立てて説明できる。 

［表現・処理］     ・ 端数部分の大きさを、十進位取り記数法に基づいて、小数を使って
表すことができる。 

           ・ 十分の一の位までの小数の加減計算をすることができる。 
［知識・理解］     ・ 小数の意味や表し方、加減計算のしかたを理解する。 
 
    

３ 単元について 
（１） 単元の内容  

第４学年の算数科「数と計算」にかかわる目標は、「小数及び分数の意味や表し方について理

解できるようにすること」「小数の加法及び減法の意味について理解し、それらの計算のしかた

を考え、用いることができるようにすること」である。 
端数部分を表すことについては、長さの比較などで「鉛筆２本分と少し」という表し方や、「２

cm５mm」などと、下位単位を用いた表し方を身につけてきた。小数については、初めて学習す
る表し方であるが、生活の中で目にすることは多い。児童には身近であるため、読んだり、書い

たりできる児童もいると思われる。しかし、その意味やしくみについての理解は不十分である。

そこで、教材の特性と既習の学習とを関連付け、よりよく理解させるように指導していきたい。 
小数は、整数の十進位取り記数法の考えを、１より小さい数に拡張して用いている。つまり、

整数では１が１０集まると十の位に上がるしくみであったが、小数では逆に１を１０等分して新

しい単位（０．１）をつくり、そのいくつ分で大きさを表していくことを理解する。指導にあた

っては、具体的な量を基にして量感をつかむことができるように、操作活動を十分取り入れたい。 
小数の大小関係や、順序について、また、加減計算についても、小数の構成と整数との関連か

ら理解させる。このとき、小数は０．１を単位とすると整数と同じように計算できることを、図

や数直線をもとに理解させるようにする。筆算についても、０．１をもとにした考え方や位ごと

に計算する考え方を十分に理解させ、構成と形式を関連づけて指導する。 
 

（２） 児童の実態 
 学習に対しては意欲をもって取り組む子どもたちが多い。学習全体に自信をもてない児童もい

るため、グループ学習で聞き合う、教え合うことを重視したり、発表の場面を多く取り入れたり

することで、どの子にも学習に自信を持たせ、「みんなでわかり合う」という授業になるような

進め方をしたい。 
 本単元にかかわるレディネステストの結果は次のとおりである。 
① リットルます図を見て水のかさを dℓ で答えることができる。 （１８名） 
② １０を単位として数を数えることができる。（１８名） 
③ １ｍを１０等分したものの長さをｍを単位として表すこと（未習）ができる。 

（正答７名、誤答３名、無答１０名） 
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（３）指導の構想 
    全体構想 
 
 
 
 
 
 
操作活動について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       児童の実態 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 関連と発展 

 

         

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年 ４年 ５年 

端数部分の大きさは、もとの量を１０等分することで、十進位取り記数法に基

づいた考え方ができることを、ブロックの操作などをとおして理解するとともに、

十分の一の位までの計算のしかたを身につけ、みんなでわかりあう授業 

・ 新しいことを覚えたい。 
・ 小数は０より小さいのかな。 
・ 見たことや、聞いたことはある。 
・ 計算もできるかな。 

④水のかさのはかりかたと表

し方 
本単元 小数 

⑧分数 
⑨長方形と正方形 

⑧小数のわり算 

⑦小数のかけ算 

②小数のかけ算とわり算 

①小数と整数のしくみ 

・ 水のかさや長さのような連続量は、整数だけでは表すことができないことを実感させるために、 
目盛りのないリットルますなどを使って考える具体的操作をさせる。（視覚的操作、具体的操作） 
・ 小数のしくみや加減計算は、量感をもたせて考えられるよう、リットルますを、ブロック図に表 
して考えることを大事にする。（視覚的操作、半具体的操作、作業的操作） 
・ 小数の大小や順序を実感させるために、ブロック図を数直線に表す活動を大事にする。（作業的 
操作、視覚的操作、半具体的操作） 

・ 加減計算は、小数の構成の理解を深めるために、筆算をするだけではなく、計算を言葉で確かめ 
る。（言語的操作） 
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５ 指導計画  (１１時間扱い) 

 

 

１ 

・ 簡単な場合の小数の加

減計算のしかたを理解

する。 
 

・ 場面をとらえ、立式について考え

る。 

・ 0.5+0.3の計算のしかたを考える。 

・ 0.8-0.3の計算のしかたを考える。 

 

考）小数を単位の何こ分ととらえ 

て、既習の整数の計算に帰着して 

小数の加減計算を考えている。 

２
（
本
時
） 

・ 十分の一の位までの小

数の加法の筆算のしか

たを理解し、その計算を

することができる。 

・ 場面をとらえ、立式について考え

る。 

・ 2.5+1.9の筆算のしかたを考える。 

・ 十分の一の位までの小数の加法の

筆算のしかたをまとめる。 

考）整数の計算と同じように、位を 

そろえて小数の加法計算を考え 

ている。 

表）小数の加法の計算ができる。 

小
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算 

３ 

・ 十分の一の位までの小

数の減法の筆算のしか

たを理解し、その計算を

することができる。 

・ 場面をとらえ、立式について考え

る。 

・ 4.4-2.8の筆算のしかたを考える。 

・ 十分の一の位までの小数の減法の

筆算のしかたをまとめる。 

・ 4.5-1.5や、5-1.4の筆算のしかた

を考える。 

考）整数の計算と同じように、位を 

そろえて小数の減法計算を考え 

ている。 

表）小数の減法の計算ができる。 

１ 

・ 学習内容を確実に身に

つける。 
・「力をつけよう」に取り組む。 

 

表）学習内容を正しく用いて問題を 

解決することができる。 

２ 

・ 外的な活動をとおして

学習内容の理解を深め、

小数への興味を広げる。 

・〔やってみよう〕小数が、身の回りの

どのようなところに用いられている

か調べる活動に取り組む。 

 

関）学習内容を適切に活用して、活 

動に取り組もうとしている。 

ま
と
め 

３ 

・ 学習内容の理解を確認

する。 ・「たしかめよう」に取り組む。 
知）基本的な学習内容について理解 

している。 

小

単

元 
時 目  標 学 習 活 動 評 価 規 準 

１
・
２ 

・ 単位量に満たないは 
したの大きさを表すの 
に小数が用いられるこ 
とを理解することがで 
きる。 
 

・ 水を１ℓ のますではかったときの、

１ℓ に満たないはしたのかさの表し

方を考える。 

・ １ℓ を１０等分した１こ分のかさ

を「０．１ℓ 」ということを知り、

水のかさが何ℓ になるかを考える。 

・「小数」「小数点」「整数」の意味を知

る。 

関）１ℓ に満たないはしたのかさの 

表し方に関心をもち、どのように 

表したらよいか考えようとして 

いる。 

考）ものさしの目盛りなどと関連づ 

けて、１ℓ に満たないはしたのか 

さの表し方を考えている。 

知）小数の意味を理解している。 

は
し
た
の
大
き
さ
の
表
し
方 ３ 

・ 長さ（ｃｍ）の場合に

も小数を用いて表すこ

とができることを理解

することができる。 
・ 小数を用いると単名数

で表すことができるこ

とを理解する。 

・ ８ｃｍ７ｍｍのテープの長さを、

「ｃｍ単位」で表すことを考える。 

・ 長さや重さの量について、小数を

使った単名数での表し方を考える。 

表）長さについても小数で表すこと 

ができる。 

知）小数を用いると、複名数で表し 

た大きさが単名数で表せること 

を理解している。 

１ 

・ 小数も数直線に表せる

ことを理解する。 
・「小数第一位」の用語を

知り、小数の位取りにつ

いて理解する。 

・ 数直線上の値を小数で読んだり、表

したりする。 

・「小数第一位」の用語を知り、小数の位

取りについて考える。 

考）数直線上の小数を読む活動をと 

おして、小数も十進構造になって 

いることをとらえている。 

知）小数の位取りや「小数第一位」

の用語を理解している。 

小
数
の
し
く
み 

２ 

・ 小数の相対的な大きさ

や数の構成、大小につい

て理解する。 

・ 単位がつかない場合の小数について、

数の構成や相対的な大きさなどを考え

る。 

・ 小数の大小関係を考える。 

知）小数の構成（相対的な大きさも 

含む）や、大小関係を理解してい 

る。 
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６ 本時の指導 

（１）ねらい  

 小数第一位までの小数の加法の計算のしかたを説明し、その筆算をすることができる。 
（２）展開      
階段 学 習 活 動 予想される児童の反応 ・ 留意点 ◎ 評価 → 個への支援 

つ 

か 

む 
 
 
 
 
 

４
分 

１ 問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題把握 

 

  

   

 

・ 水のかさは多くなったが、小

数のたし算だ。 

・ 式は２．５＋１．９だ。 

・ 繰り上がりがありそうだ。 

 

 

 

・１より大きい小数の計算だ。 

 

「学習への意欲」「気づくたのしさ」 

・「何の問題であるか」「求めている

こと」「わかっていること」「求め

ていることと分かっていることの

つながり」を確かめながら、問題

のイメージを把握させる。 

 

 

・ 前時の０．５＋０．３と違い、

１より大きい小数の計算であるこ

とに気づかせる。 

 

 

見 

通 

す 
 
 

３
分 

 
 
 
 
 

３ 学習の見通し 

・結果の予想 

 

・どのような考え方をすれ

ばよいか 

 

 

・４ℓ より多い。 

・４．４かな。 

・ブロックを動かしながら考える 

と分かりそうだ。（既習の考え） 

・０．１をもとにして考えよう。 

（前時の考え） 

・整数と小数に分けて考えよう。 

・筆算はできるかな。 

・筆算で計算すればできそうだ。 

・小さい位から計算すればよさそ

うだ。 

・整数の筆算と同じように計算で

きそうだ。 

「考えるたのしさ」 

 

 

・ 既習の、ブロック操作や０．１

をもとにした考え方などから答え

を出させたい。答えを求めること

ができたら、０．１を単位にして

考えるには量が多いことから、筆

算で考えると答えを出しやすいこ

とに気づかせたい。 

 

 

 

２．５＋１．９のよ

うな計算のしかた

を考えよう 

水が、大きいポッ

トには２．５ℓ 、  

小さいポットには

１．９ℓ 入ります。

水はあわせて何ℓ 入

りますか。 
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１０ 

さ 

ぐ 

る 
 
 
 
 
 

分 

４ 自力解決 

・ブロック→ブロック図 

→筆算 

  （半具体的操作） 

  （作業的操作） 

  （抽象的操作） 

 

 

・筆算→言葉 

（抽象的操作） 

（知的操作） 

 

 

・ブロック操作 

（言葉） 

 ・小数第一位の位を計算する。 

 ・５たす９は１４． 

・０．１が１４あることなので

一の位に１繰り上げる。 

 ・一の位を計算する。 

 ・２たす１たす１で、４。 

  答えは４．４。 

・０．１をもとにして考える 

 ２．５＋１．９＝４．４ 

 ０．１が 

   ↓   ↓   ↑ 

  ２５＋ １９＝ ４４ 

（言葉） 

 ・０．１をもとにして考えると

２．５は０．１が２５。  

・１．９は０．１が１９。 

・２５＋１９は４４。 

 ・０．１が４４なので、４．４。 

 ・答えは４．４。  

・整数と小数に分けて考える 

 ・２．５を２と０．５に分ける。 

 ・１．９を１と０．９に分ける。 

 ・２＋１＝３  

・０．５＋０．９＝１．４ 

・３＋１．４＝４．４ 

 ・答えは ４．４。 

・筆算  
       1 

   ２．５ 

  ＋１．９  

   ４．４   

（言葉） 

 ・小数第一位の位を計算する。 

 ・５たす９は１４． 

・０．１が１４あることなので

一の位に１繰り上げる。 

 ・一の位を計算する。 

 ・２たす１たす１で、４。 

  答えは４．４。 

 

「自分たちで挑戦するたのしさ」 

 ◎ 整数の計算と同じように、位を

そろえて小数の加法計算を考える

ことができたか。(考) 

 

→ 教師と一緒にブロックを操作し

ながら、既習のたし算と同じ手順

で計算できることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

・ ０．１をもとにして考えた児童

には、２５＋１９の筆算から、  

２．５＋１．９の筆算に気づかせ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 整数と小数に分けて考える考え

方は、筆算の考え方と同じ考え方

であることを気づかせたい。 

 

 

 

 

・ 筆算で、計算した児童には、ブ

ロック操作で確かめたり、自分の

考えや、操作を言葉でまとめたり

して答えの正しさを確かめさせ

る。 

 

 

・「０．１が１４あること」を確かめ

るときに、ブロックと対応させて

説明させたい。 
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１０ 

深 

め 

る 
 
 
 

分 
 

５ 学び合い  

  （視覚的操作） 

  （言語的操作） 

 

 

６ 中間まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

・ 問題の答えを確認

し予想と照らし合わせ

る 

   答えは、４．４ℓ  

・ ブロック操作 

・ ０．１をもとにした考え 

・ 整数と小数に分けた考え 

・ 言葉 

・ 筆算  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 合っていた。 

・ 今までの筆算のしかたと同じ

でいいことがわかった。 

 

「わかるたのしさ」 

・ どの考え方も、小数第一位から

計算し、一の位に繰り上げる筆算

の考え方につながっていることか

ら、小数の計算も、整数と同じよ

うに筆算で計算できることに気づ

かせたい。 

 

・ 児童が発表したブロック操作と 

筆算をつなげるようにまとめる。 

 

 

広 
 

げ 
 

る 
 
 
 
 

分 

７ 練習問題１ 

①２．３＋３．８ 

②４．７＋２．６ 

③３．６＋４．５ 

 

・計算が終わったら確

かめをする。 

  （視覚的操作） 

  （言語的操作） 

 

８ 練習問題２ 

  ④１．７＋４．３ 

  ⑤６．１＋２．９ 

  ⑥２．６＋３ 

  ⑦２４＋１．５ 

  ・確かめをする。 

 

 
  1                    1 
①２．３  ②４．７ 
＋３．８  ＋２．６ 
 ６．１   ７．３ 
  １ 

③３．６ 
＋４．５ 
 ８．１ 
 
 
   1               1 
④１．７  ⑤６．１ 
＋４．３  ＋２．９   
 ６．０   ９．０ 
 
⑥２．６  ⑥２．６ 
＋３    ＋  ３ 
５．９   ２．９ 
 

 

 

 

⑦２ ４   ⑦２４ 

＋１.５   ＋ １．５ 

 ３.９    ２５．５ 

 

 

◎ 小数の加法の計算が筆算ででき

たか。（表） 

→ 児童用のブロックを一緒に操作

しながら、筆算をかかせる。 

・ 練習問題１は定着問題なのでど 

の児童にも筆算で計算させたい。 

 

 

 

・ 練習問題２は適用、発展問題で

あるが、間違えやすい問題である

ので、時間があればブロックと対

応させながら取り組ませたい。 

・ ④については、和の６．０は６と 

等しいことをブロック図で確か

め、末位の０は、省略してよいこ

とを教える。（⑤も同様） 

・ ⑥について、加数の３は、③と

同様に３．０と等しいことより、

小数第一位に０をつけることで位

取りの間違いがなくなることを確

かめる。（⑦も同様） 

・２＋３．４も時間があれば取り上

げたい。 

ま
と
め
る 

３
分 

９ まとめ 

 

 

 

１０ 次時の予告 

・ ひき算について考え

ることを知らせる。 

  

 

 

小数＋小数の計算のときにも、整数のときと同

じように筆算を使って計算することができる。 

①位をそろえて書く。 
②小数第一位の計算をする。 
  ５＋９＝１４（０．１が１４ある） 
③一の位の計算をする。 
④上の式にそろえて答えに小数点をうつ。 

どちらの計算が正し

いのだろう。 
 

１５ 

どちらの計算が正しいの

だろう。 
 


